
教育問題フォーラムＣ

【日 時】 ８月８日（木）９：３０～１１：３０

札幌学院大学新札幌キャンパス（JR・地下鉄新さっぽろ駅すぐ）

【全日参加】教職員：5000円 一般：4000円（北海道民1000円引き）
【１日参加】教職員：3000円 一般：2000円（北海道民500円引き）
【学生・院生】1000円

【会 場】

【参加費】

●山形志保さん（高校 養護教諭）
●荒巻りかさん （子ども・若者ソーシャルワーカー）
●丸山美和さん （ポーランド国立ヤギェウォ大学

哲学部講師、ジャーナリスト）
〇司会進行：石本日和子（関西教科研、相愛大学）

大会全体
について

危機を希望に―子どもとともに今を見つめ、未来をつくる

8月6日（火）：教科研講座・はじめの集い・夕食交流会
8月7日（水）：分科会
8月8日（木）：教育問題フォーラム・終わりの集い

https://kyoukaken.jp/204149URL

第62回教育科学研究会
全国大会（北海道大会）

ケアから教育をまなざす

私たちは今、どんな社会を生きているのだろう。戦争や虐殺の情報や
報道に胸をかきむしられながら、日々の生活に追われる毎日。子どもた
ち、若者たちは、自己責任を押しつけられ、自立を迫られ、「強くなっ
て役に立つ人材」となるべく競争させられている。教育とは今、どうあ
るべきだろうか。
ケアとは、暴力や戦争とは対極の、他者の痛みに限りなく思いを寄せ、

命と心を大切にしていく営みだ。報告者それぞれが、直面する困難と希
望を語りながら、みなさんと＜教育＞を考え合いたい。

報
告

【世話人】荒巻りか（東京）／山形志保（北海道）


	スライド 1

